
 

 歓迎セレモニーでは、和田正美実行委員会会長(県経済農業協同組合連合会経営管理委

員長)の挨拶に引続き、石川嘉延静岡県知事より挨拶が述べられました。 

 フェア食材コンベンションには、農水産業の各団体から計24ブースが出展し、水産関

係からは、富士養鱒漁協、由比港漁協、静岡漁協、遠州灘ふぐ調理用加工協同組合、中

遠養鰻漁協、浜名湖養魚漁協、県水産加工連及び本会の8団体が出展して、ニジマス加工

かき揚げ、キンメダイやイセエビなどの鮮魚介類、釜揚げシラス、ウナ

開催日 開始時間 市町村 会場 種別 更新 失効

1月 19 日 13：30 静岡市 清水テルサ 小 ○ ● 

1 月 22 日 18：00 浜松市 浜松市福祉交流センター 小 ○ ● 

2 月 5 日 18：00 浜松市 浜松市福祉交流センター 小 ○ ● 

2 月 15 日 13：30 静岡市 清水テルサ 小 ○ ● 

3 月 4 日 18：00 浜松市 浜松市福祉交流センター 小 ○ ● 

 

品、サクラエビ

ギ蒲焼など多く

遠洋マグロ船が

舞われて人気を

店・スーパーの

含め150人が参加

 また、11月に

静岡県知事賞を
の特産の水産物、水産加工品が展示され、試食に出されたほか、焼津の

漁獲した高級魚ミナミマグロの解体ショーも行われ、招待者に刺身が振

集めていました。招待者は、消費地市場の卸会社・中卸の担当者、量販

バイヤーら約120人のほか、県内生産者及び食材のサポーターの消費者を

しました。 

開催された第11回県水産加工品評会で農林水産大臣賞、水産庁長官賞、

受賞した、水産加工品を展示して紹介し、来場した流通業者らにアピー

3月 16 日 13：30 静岡市 清水テルサ 小 ○  

3 月 16 日 15：00 静岡市 清水テルサ 航･機 ○  

3 月 25 日 18：00 浜松市 浜松市福祉交流センター 小 ○ ● 

注) 講習予定は(会場・開催時間等)変更する場合がありますので、予め電話等でお問合

せください。▽問合せ先：㈶日本船舶職員養成協会中部支部 ℡:052‐653‐1558 
－お知らせ－ 本紙次号発行は、年末年始につき明年1月13日(金)となります。 
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１．第2回燃油対策検討会開催 燃油対策実行委員会を設置 

 県農業水産部水産総室では、県内の水産業界関係者や県などから約30人が出席して、

12月12日第2回燃油対策検討会を開催しました。 

 始めに村中水産振興室長より挨拶が行われ、11月16日に開催された第1回目の検討会

で、県より要請があった「工程表」のとりまとめ結果が報告されました。本会から沿岸

漁協と業種別団体より提出された当面・中期的取り組み内容について報告し、内水面漁

連及び県水産加工連からもそれぞれの立場から省エネを中心として報告が行われまし

た。県では、12月中に水産業界がまとめた工程表を水産庁に提出する予定です。続いて、

水産総室から、省エネを推進するＮＥＤＯの補助事業について説明が行なわれました。 

 検討会の中で、今後、工程表の進行・管理を行う「燃油対策検討会実行委員会」の設

置が決議され、第1回委員会が開催されました。同委員長には本会大村専務が就任し、委

員は信漁連、内水面漁連、水産加工連、水産総室長、水産振興室長、水産試験場長で構

成され、県内の水産関係団体が作成した工程表をもとに、水産業界と県が協調して省エ

ネ対策や魚価対策、構造改革等を着実に実施するために必要な検討や協議を行うことと

しています。 

 明年1月19日に第2回委員会を開催する予定で、業界代表者を招集して各業界の詳細な

実態の取りまとめをする予定となっています。 

２．ふじのくにしずおかフードフェア開催される 県の農水産物をＰＲ 

 首都圏、中京、関西や県内の流通・小売業者などを招いて、静岡県の農水産物をPRし、

売り込む「ふじのくにしずおかフードフェア」が12月15日、ホテルセンチェリー静岡に

おいて開催されました。 

ルし、情報発信と売り込みを行いました。 

 

 流通業者らは翌日には、野菜、果物、水産1、水産2の4コースに分かれて、こだわりを

もち、安全・安心な取り組みをしている県内各地の生産現場の視察・見学を行いました。

水産関係の見学先は次のとおりです。▽水産1：焼津・小川魚市場、浜名湖養魚漁協、浜

名漁協、遠州灘ふぐ調理用加工組合 ▽水産2：静岡漁協、駿河湾深層水関連施設、焼津・

小川魚市場、由比港漁協、富士養鱒漁協 

３．Ｍｙしずおか日本一 シラス生産額が帰り咲き 

 静岡県の魅力の再発見とイメージ向上に約立てようと、県がインターネットのホーム

ページで公表している「Ｍｙしずおか日本一」の項目数が125に達し、過去最高を更新し

ました。 

 135の日本一を項目別に見ると、環境19、交流26、食32、産業41、健康17で、「ものづ

くり県」を象徴してか産業が一番多くなっています。新たに日本一に7項目が上がり、そ

の中でマアジの養殖生産量日本一(1,068㌧)、当時の姿をそのままに残している最古の石

造灯台(明治3年点灯)御子元島灯台などが日本一となりました。また、シラス生産額

(4,277百万円)が1位に帰り咲いたものの、ミナミマグロの漁獲量(1,870㌧)が前回調査よ

り766㌧減少したことから、1位の座を宮城県に譲り渡し2位に甘んじました。 

 水産物のカテゴリーの日本一には16項目(キハダ・カツオ・マアジ(養殖)・サクラエビ・

キンメダイ・テングサ類・ニジマス・シラス・ゆで蒲鉾・タカアシガニ等)のほか、研究・

観測・エコロジーでは駿河湾深層水が、自然では日本一深い湾、駿河湾が認定しました。

Ｍｙしずおか日本一は年2回、各項目で調査してデータを更新しています。 

４．海技免状更新講習・失効再交付講習のお知らせ 

 海技免状の有効期間満了(満了日の1年前から満了日までの間の1年間)に際し、所定の

更新手続きを行うことにより、引き続き5年間有効とする更新講習及び、失効した海技免

状の効力を回復するための失効再交付講習が、平成18年1月より下記のとおり県内各地で

開催されますのでお知らせします。 


